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教
育
者

い
わ
　
　
や

巌
は

一
八
七
六

（明
治
九
）
年
三

月
二
十
三
日
、
第
二
番
磐
前
県
師
範

学
校

舎
一春
師
範
学
校
）
に
校
賣
入

学
が
許
可
さ
れ
た
。
同
年
四
月
五
日

に
入
校
し
、
七
月
二
十
二
日
に
卒
業

し
た
。
同
時
に
訓
導
と
な
り
、
四
等

訓
導
月
給
四
円
五
十
銭
の
辞
令
を
拝

命
し
た
。

当
時
、
豊
田
県
に
は
薮
墨
食成
の

た
め
の
伝
習
校
が
平
と
三
春
に
あ
っ

た
。
三
春
町
は
第
七
大
学
区
五
番
中

学
区
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の
で
、

一

八
七
四
年
に
伝
習
校
を
設
立
し
、
宮

城
師
範
学
校
よ
り
派
出
の
訓
導
が
、

岩
谷

巌

□

島
訓
盲
学
校
」
が
開
設
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
。
巌
は
福
昌
県
の

み
な
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
特
別
支

援
教
育
の
先
覚
者
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。Ｋ

児
は
巌
か
ら
熱
心
に
学
び
、　
一

八
七
八
年
二
月
六
日
、
県
権
令
山
吉

盛
典
か
ら

「唖
生
之
身
ヲ
以
テ
文
学

二
従
事
シ
日
夜
勉
励
旦
師
父
母
二
事

へ
方
宣
敷
段
奇
特
之
儀
二
付
金
二
十

五
銭
賞
与
候
事
」と
褒
賞
を
受
け
た
。

指
導
者
と
し
て
巌
は
、
そ
の
実
績
が

県
権
令
か
ら
認
め
ら
れ
、
同
年
二
月

十
二
日
、

「自
今
月
給
六
円
」
の
昇

給
辞
令
を
受
け
ヽ
同
年
二
月
、

「平

素
職
務
ヲ
勉
励
シ
殊
二
唖
生
少
年
ヲ

懇
誘
シ
学
業
進
歩
セ
シ
メ
候
段
奇
特

二
候
」
と
賞
詞
も
受
け
た
。

県
で
は
、
巌
の
実
践
を
ど
う
し
て

知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
年

一
月
、

前
石
川
区
長
で
学
区
取
締
を
兼
務
し

て
い
た
河
野
広
中
は
、
県
六
等
属
民

会
掛
に
な
っ
て
県
に
出
仕
し
た
。
県

の
第
五
課
で
は
、
河
野
広
中
か
ら
、

創
意
工
夫
し
て
熱
心
に
指
導
す
る
巌

の

「唖
生
教
諭
」
の
実
践
に
つ
い
て

聞
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。
Ｋ
児
の
障
が
い
の
程
度
は
不
明

だ
が
、

一
八
七
八
年
六
月
二
十
日
実

施
の
定
期
試
験
で
は
、
優
等
賞

（習

字
本
二
冊
と
筆

一
対
）
を
区
会
所
か

ら
受
賞
す
る
ま
で
に
向
上
し
た
と
い

う
記
録
が

「小
高
小
学
沿
革
誌
」
に

残
っ
て
い
る
。

当
時
、
巌
の
「唖
生
教
諭
」
の
実
践

に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
次
の

民
権
活
動
家
た
ち
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
河
野
広
中
　
石
川
会
所
に
着
任

以
来
区
長
兼
学
区
取
締
と
し
て
巌
に

指
導
助
言
し
た
。
黒
板

・
図
書
購
入

。
師
範
学
校
へ
の
入
校
な
ど
、
巌
の

よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
。

一
八
七
八

年

一
月
十

一
日
、県
庁
へ
赴
任
し
た
。

②
吉
田
光

一　
石
川
町
の
神
富
の

家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
七
五
年
八
月
、

河
野
広
中
と
共
に
石
陽
社
の
前
身
有

志
会
議
を
結
成
。
巌
と
い
と
こ
関
係

に
あ
り
、
特
に
神
官
任
用
に
つ
い
て

助
言
し
た
。

③
吉
田
正
雄
　
巌
の
隣
村
の
川
辺

村
の
大
地
主
。
前
川
辺
副
区
長
。
近

く
な
の
で
公
私
と
も
に
巌
の
世
話
を

し
た
。
当
時
川
辺
村
か
ら
は
石
陽
社

に
十
名
が
入
社
し
て
お
り
、
石
陽
社

の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。

巌
自
身
、

一
八
七
八
年
二
月
十

一

日
の
石
陽
社
大
発
会
集
会
に
出
席
し

石
陽
社
に
入
社
し
た
。
こ
の
こ
と
は

「巌
日
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

石
陽
社
の
付
属
教
育
機
関
、
石
陽
館

仮
規
則
の
目
的
に

「天
賦
ノ
能
カ
ヲ

暢
達
シ
人
生
ノ
福
祉
フ
増
進
セ
ン
ガ

為
」
と
あ
る
。
基
本
的
人
権
の
尊
重

・
教
育
愛
が
巌
の
実
践
の
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
と
し
て
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（筆
者
は
県
立
聴
覚
支
援
学
校

長
の
芳
賀
孝
美
氏
）

＝
次
回
は
３。
日
掲
載
＝
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巌
ら
を
教
員
と
す
る
の
に
下
等
小
学

教
科
を
伝
習
し
た
。

一
八
七
五
年
に

な
る
と
三
春
師
範
学
校
と
改
称
し

た
。

一
八
七
六
年
八
月
、
福
島
、
若

松
、
豊
削
の

一県
ど
雪

県̈
に
合
併

す
る
と
、

一
八
七
七
年
三
月
七
日
に

三
春
師
範
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
同
年

二
月
十
九
日
福
島
師
範
伝
習
校
を
福

島
第

一
号
師
範
学
校
と
改
称
し
、
若

松
、
平
の
そ
れ
を
第
二
号
、
第
三
号

師
範
学
校
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。文

部
省
は
、
下
等
小
学
の
教
則
の

編
成
を
行
い
、
公
表
し
た
。
学
科
は

翼
粉

鼻

術
善

〒

菫
最

葎

文
。
問
答
・復
読
・体
操
」
の
八
教

科
あ
っ
た
。
間
答
科
に
は

「修
身

・

歴
史

・
地
理

・
理
科
」
の
内
容
が
含

ま
れ
て
い
た
。

小
高
小
（現
玉
川
村
立
玉
川

一
小
）

で
は

「農
業
時
間
が
迫
り
、
生
徒
も

次
第
に
欠
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
六
月
十
四
日
か
ら
七
月
十
四
日

不
明
で
あ
る
。
学
制
に
は

「廃
入
学

校
ア
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
が
、
具
体
的

で
な
い
。

我
が
国
の
特
別
支
援
教
育
は
、

一

八
七
八
年
九
月
、
京
都
の
私
立

「盲

唖
院
」
の
開
設
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

一
八
九
〇
年
、
文
部
省
は

「小
学
校

令
」
を
改
正
し
、
盲
唖
学
校
の
設
置

。
廃
止
に
関
す
る
規
定
を
教
育
制
度

に
位
置
づ
け
た
。
福
島
県
に
お
い
て

は

一
八
九
八
年
、
福
島
に
私
立

「福

・　

　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

特別支援教育の先覚者

巌 が 提 出 した 農 繁 休 業 伺 書

巌
の
卒
業
許
可
の
御
請
書

詢

錯
書
狩
熱
ル
・ヽ‐
郵
い
占

封
昇
ヽ

ガ

谷
〓
懲
熟

解

潤

謬

ｆ

介

孝

三 春 師 範 学 校 校 門 (現三 春 小 校 門 )

背
景
に
民
権
活
動
家
の
姿
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ま
で
暑
中
休
暇
と
ホ
替
し
て
休
校
に

し
た
い
」
と
伺
書
を
提
出
し
、
承
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
か
ら
、
学

校
が
開
校
し
て
四
年
後
の

一
八
七
七

年
、
石
川
地
方
で
は
農
繁
休
業
が
実

施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
授
業
（学
校
行
事
）の
変
更
は
、
会

所
の
承
認
を
必
要
と
し
、
暑
中
休
暇

と
交
替
し
て
授
業
時
間
を
確
保
す
る

な
ど
、
学
校
管
理
は
意
外
と
き
ち
ん

と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

巌
は

一
八
七
七
年
に
某
家
の
十

一

歳
に
な
る
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
Ｋ
児

を
就
学
さ
せ
て
熱
心
に
創
意
工
夫
を

重
ね
て
指
導
を
行
っ
た
。
江
戸
時
代

の
末
期
に
寺
子
屋
で
聾
児
の
指
導
が

行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
記

録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
内
容
は

巫
鯰
蜀

醜傷
鶴
ｆ
ｌ


